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私大図協発 第 21-81号 

2021年 7月 21日 

 

私立大学図書館協会 

 加盟大学図書館長 殿 

 

私立大学図書館協会会長校 
西南学院大学図書館 
館 長 古田 雅憲 （公印省略） 

 

私立大学図書館協会総会・研究大会当番校 

愛知大学図書館 

館 長 塩山 正純 （公印省略） 

 

 

第 82回（2021年度）私立大学図書館協会総会・研究大会の参加方法について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

6 月 21日付私大図協発 第 21-60 号の開催通知でお知らせしておりました、今年度の 

総会・研究大会の参加方法につきまして、下記のとおりご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

１． 総会 

 

＜総会＞ 

日 時：2021年 9月 2日（木）正午 ～ 9月 9日（木） 17：00 

方 法：メール会議 

議 案：『総会・研究大会資料』（冊子）の「総会資料」をご参照ください。 

※『総会・研究大会資料』は、8月 31日（火）までに、加盟館に送付いたします。 

また、協会ホームページの総会・研究大会ページにも掲載します。 

 https://www.jaspul.org/collegium/cat/2021/ 

  表 決：Webフォームから入力（URLなどの詳細は、後日会長校よりご案内いたします。） 

  結 果：2021年 9月 17日（金）15：00（予定）メールおよび加盟館限定ページ（作成中）で 

公開します。 

 

＜挨拶・祝辞＞ 

『総会・研究大会資料』および協会ホームページの総会・研究大会ページに掲載します。 

 

当 番 校 挨 拶 愛知大学 学長 川井 伸一 

会 長 校 挨 拶 西南学院大学 図書館長 古田 雅憲 

祝     辞 文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付 

学術基盤整備室 室長 三宅 隆悟 

国立情報学研究所学術基盤推進部 次長 竹谷喜美江 

次期当番校挨拶 追手門学院大学 図書・情報メディア部長 湯浅 俊彦 
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２． 研究大会 テーマ「知の基盤としてのデジタルアーカイブを考える」 

 

＜記念講演、講演および協会賞表彰式＞ 

日 時：2021年 9月 10日（金）10：00～16：30 

会 場：愛知大学名古屋キャンパス グローバルコンベンションホール 

方 法：リアルタイム配信（Zoomウェビナー） 

※YouTube Live（限定公開）でも配信予定です。 

※当日の講演は録画し、後日加盟館限定ページ（作成中）にて公開する予定です。 

プログラム：3～4ページをご参照ください。 

参 加 申 込：5ページをご参照ください。 

 

＜研究助成発表＞ 

日 時：2021年 9月 10日（金）～2022年 3月 20日（日） 

方 法：動画または原稿付き発表資料を加盟館限定ページ（作成中）にて公開 

 

[2019年度～2020年度] 

テーマ：「短期大学紀要論文のアクセス可能性の向上に寄与する－『全国短期大学紀要論文索引』

の採録誌調査を通して－」 

発表者：伊藤 民雄（実践女子大学図書館） 

 

 

３．お問い合わせ先  大会事務局 愛知大学図書館 担当：鈴木・島田 

〒453-8777 愛知県名古屋市中村区平池町四丁目 60-6 

TEL：052-564-6115 / FAX：052-564-6215 

e-mail：jaspul2021@ml.aichi-u.ac.jp 

 

 

以  上  



3 

第 82回（2021年度）私立大学図書館協会総会・研究大会 

テーマ「知の基盤としてのデジタルアーカイブを考える」 
 

研究大会＜記念講演、講演および協会賞表彰式＞プログラム 

 

 

 

日  時：2021年 9月 10日（金）10：00～16：30 

会 場：愛知大学名古屋キャンパス グローバルコンベンションホール 

方  法：リアルタイム配信（Zoomウェビナー） 

※YouTube Live（限定公開）でも配信予定です。 

※当日の講演は録画し、後日加盟館限定ページ（作成中）にて公開する予定です。 

 

大会テーマ「知の基盤としてのデジタルアーカイブを考える」 

近年、国内の大学におけるデジタルアーカイブに関する動きが活発となり、貴重書等の所蔵資料をデジタ

ルアーカイブとし、Web サイトやデータベースで提供し始めています。2019 年 2 月には国立国会図書館が

システムを運用するジャパンサーチ（試験版）が稼働（現在は正式版）、これが契機となり、美術館・博物

館、図書館、文書館（MLAK）や官公庁、大学、企業などさまざまな分野の機関が、デジタルアーカイブ促進

のため連携・協力を開始しました。今後デジタルコンテンツを充実させていくことが、われわれ大学図書館

の使命の一つになっていくでしょう。本大会が、その生成及び利用促進へ向け、検討を進める一助になるこ

とを期待しています。 

 

（１）オリエンテーション 10：00～10：05 

 

 

（２）開会挨拶 愛知大学図書館長 塩山 正純 10：05～10：10 

 

 

（３）記念講演 10：10～11：30 

演 題： 「ものを写すこと」の歴史 －デジタルアーカイブに至るまで－ 

講演者： 山田 邦明（愛知大学文学部教授・元図書館長） 

 

近年の技術の進化により、私たちの身の回りには、便利な機械が登場しています。その最たるものは、パ

ソコンやスマートフォンといえるでしょう。けれども、なくなって一番困るものは何か？と考えたとき、実はそ

れは「コピー機」かもしれません。もしもコピー機がなかったら、すべてのものを手で写すしかありません。も

ちろん、コピー機がない時代には、人々は書物などの文字を自分で筆写しながら勉強をしていました。     

本講演では、昔の人はなにを写していたか、そこに人やモノ（道具）はどう関わってきたのか。時代の変遷

ごとに、当時の資料を紹介しながら、「ものを写すこと」の歴史についてお話ししたいと思います。 

 

 

（４）協会賞表彰式 11：30～11：40 

受賞者：瀬戸有希子、杉浦未布子、寄本真里、阿部由貴、蒲生英博（名古屋経済大学図書館） 
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（５）休憩 11：40～13：00 

《協賛企業による紹介動画を配信する予定》 

 

（６）講演① 13：00～14：20 

演 題： デジタルアーカイブと大学図書館のあり方－研究者の目線から 

講演者： 内田 慶市（関西大学名誉教授・元図書館長） 

 

日本や世界におけるデジタルアーカイブの現状と、特にサイロ問題を中心とした今後の課題、研究図書

館やサブジェクト・ライブラリアン等を含んだこれからの大学図書館のあり方、更には、年々高騰化する電

子ジャーナルの問題等々について、研究者の視点から私見を述べてみたい。 

さらには、関西大学の KU-ORCAS の文献デジタルアーカイブの実際についても紹介すると共に、デジタ

ルアーカイブの最終目的は単なるデジタル化、アーカイブ化ではなく、それはあくまでも手段であって、新し

い研究方法と結びつけて考えるべきであること、すなわち、デジタルヒューマニティ＝新しい人文知の構築

を目的とすべきであることにも言及する予定である。 

 

 

（７）休憩 14：20～14：40 

 

 

（８）講演② 14：40～16：00 

演 題： 「信州ナレッジスクエア」のご紹介 

－みんなで育て、活用する地域情報資源のポータルサイト－ 

講演者： 森 いづみ（県立長野図書館長） 

 

信州ナレッジスクエアは、信州という窓からさまざまな情報を手にし、世界を再発見し、未来をつくるため

の「知の広場（ナレッジスクエア）」です。信州の自然風土、コミュニティ、人、はたらくこと、学ぶこと…。そん

な信州のくらしの中で「なるほど！」という実感を持って、共に知り、共に学ぶ。そして、そうした情報や知を

蓄積し、わかちあい、活用するための「知の広場」です。ジャパンサーチとも連携し、信州のデジタル情報の

まとめ役（アグリゲーター）としての役割も担っています。長野県の図書館事情や県の政策における図書館

の位置づけなど、県立長野図書館の取り組みについて、ご紹介いたします。 

 

 

（９）事例報告 16：00～16：20 

演 題： 愛知大学の研究資源デジタルアーカイブ構築と公開の経過について 

講演者： 塩山 正純（愛知大学図書館長） 

 

 

（10）閉会挨拶 愛知大学豊橋図書館長 下野 正俊 16：20～16：30  
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研究大会＜記念講演、講演および協会賞授賞式＞参加方法について 

 

 

■ 参加方法について 

以下の２つの方法があります。 

（１） Zoom ウェビナーによる参加【リアルタイム配信・質問が可能です】 

※申込みが必要です。次項「Zoomウェビナーの参加方法について」をご参照ください。 

（２） YouTube Live（限定公開）の視聴【リアルタイム配信・質問はできません】 

※申込みは不要です。 

URLは、後日加盟館限定ページ（作成中）に掲載し、メールでもお知らせいたします。 

 

 なお、当日の講演は録画し、後日加盟館限定ページ（作成中）にて公開する予定です。リアルタイム

でご参加できない場合は、ぜひご利用ください。 

 

 

■ Zoomウェビナーの参加方法について 

（１） 申込方法 

⚫ 参加を希望する大学は、下の（3）の「参加申込フォーム」より申込みをお願いいたします。 

⚫ 1 つのアカウントを利用し複数名で視聴される場合も、参加者数把握のため、各自でお申込みく

ださい。 

⚫ 申込フォームを送信後、入力内容のコピーが、申込者連絡先に送信されます。参加者ご自身のメー

ルアドレスをご入力ください。入力内容のコピーが送信されない場合、申込みが完了していない

可能性がありますので、再度フォームを送信してください。 

⚫ 視聴方法は、参加申込時に登録いただくメールアドレスに後日送信いたします。 

メールが 【9月 7日（火）】までに届かない場合は、当番校事務局（jaspul2021@ml.aichi-u.ac.jp）

までご連絡ください。 

⚫ 希望する全加盟館が参加できるよう、後日参加者数の調整をさせていただく場合があります。

参加できなかった方は、YouTube Liveでの視聴（申込不要）をお願いいたします。 

（２） 申込期間 

2021年 7月 21日（水）～ 8月 20日（金）23：59 

※申込締切後、接続数に余裕がある場合は、第 2次参加申込受付を 8月 25日（水）～31（火）に

行います。第 2次参加申込受付は、先着順とさせていただきます。 

（３） 参加申込フォーム URL 

https://www.jaspul.org/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=member_2021 

 

以  上 

 

 




